
❹総務費：230億2,266万円（8.1%）
防災や広報、電算システムなどの経費

❻環境費：129億3,047万円（4.6%）
温暖化対策や清掃リサイクル、緑化推進などの経費

❼土木費：112億1,178万円（4.0%）
公園や道路の建設・管理などの経費

❽地域文化費：73億7,241万円（2.6%）
地域振興や文化・生涯学習・スポーツ振興などの経費

10都市整備費：43億4,037万円（1.5%）
まちづくりの経費

❶保険福祉費：866億3,623万円（30.6%）
生活保護や高齢者・障害者施策、健康づくりなどの経費

❷こども家庭費：716億7,812万円（25.4%）
保育所や児童館、児童手当などの経費

❸教育費：348億5,609万円（12.3%）
小中学校や幼稚園、図書館などの経費

❺区民費：184億5,286万円（6.5%）
戸籍・住民基本台帳事務や区民事務所などの経費

❾公債費：57億818万円（2.0%）
区が借りたお金の返済に充てる経費（元金・利子・手数料など）

　その他：64億6,187万円（2.3%）
議会費、産業経済費、諸支出金、予備費
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　日本を含め世界で猛威を振るっている新型コロナウイルスは収束することなく、引き続き区民生活に多大な影響を及ぼしています。連
日の株価下落や、円高の状況は、来年度以降の区財政に影響を及ぼすことが予測されます。このような状況の中でも、将来にわたり持続
可能な区財政としていくため、さまざまな課題に対して私たちは一丸となって取り組まなければなりません。
　今回示された令和２年度当初予算については、一般会計予算昨年比�.�％増額の�,���億�,���万円となり過去最大の予算規模となり
ました。社会保障経費の増加や公共施設の維持更新等、膨大な財政需要を抱えるなか、生産年齢人口減少による住民税減少や税制改正
による財政調整交付金の減少等、山積していく財政課題に対し区は民間活力を活用した
事業執行、事務事業の不断の見直し、起債の活用や、特定財源の確保をしつつ、持続可
能な財政の安定運営に取り組む事が今回の予算案で示されました。
　また、編成内容においては、区長の進める区民福祉増進が形として示され、予算総額
の約��％近い割合が、子育て、福祉、教育関連を充実させた予算編成とされており、各事
業の中には私たちが提案してきた内容も数多く予算化された事を評価し、令和２年度予
算に賛成を致しました。

検 索井 上  勇 一 郎

練馬区議会議員
文教児童青少年委員会副委員長

（無所属�期）
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特集：令和2年度 一般会計予算成立

令和�年度一般会計予算が成立しました
有事に備え財政調整基金（貯金）のさらなる積み増しを
としまえん閉園後の跡地にハリーポッター施設建設報道について（質問議事録）

特 集

特 集

特 集

●練馬区 ▷ ��-����-����（平日�時～��時）
●東京都 ▷ ����-���-���（�時～��時／土日祝日を含む）
●厚労省 ▷ ����-���-���（�時～��時／土日祝日を含む）

【帰国者・接触者電話相談センター】
◯平日日中の場合　　　　  ▷ ��-����-����（平日�時～��時）
◯平日夜間・土日祝日の場合 ▷ ��-����-����（平日��時～翌�時／土日祝日は終日開設）

日本を含め世界で猛威を振るっている新型コロナウイルスの影響により、区内小中学校、小中一貫教育校などの臨時休校をはじめ、区主催の各
種イベントは軒並み中止や延期を迫られており、区民生活にも多大な影響が出始めております。区では危機管理対策本部を設置し、全庁を挙げ
て感染症防止対策を講じています。平穏な区民生活を一日も早く取り戻すためにも区と議会が一体となり、新型コロナウイルスの早期収束を目
指します。公共施設などの休止などの情報や区主催のイベント状況などについては区のホームページをご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対策について

現在、一般の診療所ではPCR検査による診断はできません。予防や心配な症状が出た時の対応などは下記窓口にご相談ください。

相
談
窓
口
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SNSや噂に躍らされず、
正しい知識・予防で
対策していきましょう!

今回の予算に盛り込まれた
新規事業としてはじまる施策の一部をご紹介!

●高齢者の安心のために
成年後見制度を強化します。練馬区社会福祉協議会を相談、支援などの役割を担う中核機関
に位置付けるとともに、同協会による法人後見を開始します。

●障害者の支援
発達に課題のある子どものサポートを拡充します。こども発達支援センターの支援員が重度障害児の居宅を訪問し、療育をおこなう事
業を開始します。また、幼稚園や保育園で障害児本人へのサポートや職員への助言を行う訪問支援事業も開始します。

●充実した医療支援体制
福祉・保健の相談窓口を調整するコーディネーターを配置します。子育てや高齢者介護など複合的な課題を抱えている方に対し、生活サ
ポートセンターとともに各相談窓口の役割分担およびサービス内容を調整し最適なプランを作成できるよう支援体制の強化をします。

●積極的な防災対策
区民への災害情報の周知を強化します。台風時などで防災無線が聞こえない問題に対応するため、防災無線の放送内容を文字化し、
練馬情報メールで配信するとともに、区ホームページで確認できる仕組みを導入します。

●災害時における電力のさらなる確保を推進
長期にわたる停電時にも行政機能を維持するために可搬型の蓄電池を導入します。庁舎の非常用電源の補完のほか、携帯電話の充電
など区民の充電ニーズにも対応します。

●都市農業を守るため
昨年開催された世界都市農業サミットの経験を活かし、区内農業者や関係団体と連携し、区内産農産物の流通や販売方法の検討会を
設置します。

●わかりやすい窓口へ
練馬区民事務所のレイアウト変更をします。受付カウンターの増設や障害者や外国人など配慮が必要な方への専門窓口の設置など、
既に導入済の申請書一括作成システムとあわせてわかりやすい区民事務所を目指します。

●児童生徒全員がタブレットPCを利用できるよう順次導入
児童生徒約�,���人が授業においてタブレットPCを利用できるように順次導入を進めます。

●子どもたちのために練馬区虐待対応拠点を設置
都区共同モデル事業として、都児童相談所の職員の専門的な支援と、区の地域に根差したき
め細かい支援を組み合わせ、迅速的確な児童虐待への対応を進めます。

未来にツケを残さない

政治を目指します!!

■消防団員として地区祭に参加しました！

■帝京大学で講師として教壇に立ちました！

［会派役職］練馬区議会未来会議政務調査会長
［議会役職］文教児童青少年委員会副委員長：医療・病院整備等特別委員会
［ そ の 他 ］順天堂練馬病院運営連絡協議会：消防団運営委員会・自衛官募集相談員：練馬消防団副分団長



としまえん閉園後の跡地にハリーポッター施設建設報道について
（令和�年予算特別委員会 質問議事録）

■井上 勇一郎 事務所
［向山事務所］ 〒���-���� 東京都練馬区向山�-�-��
［関町事務所］ 〒���-���� 東京都練馬区関町南�-�-��-���
TEL.��-����-����／FAX.��-����-����

■会派控室（練馬区議会未来会議）
〒���-���� 東京都練馬区豊玉北�-��-�練馬区役所西庁舎�階
TEL.��-����-����／FAX.��-����-����

［編集発行］練馬区議会未来会議  ［頒布責任者］柴 伸哉

　向南幼稚園卒園、練馬区立向山小学校卒業、練馬区立開進第二中学校卒業の地元練馬育ち。大学卒業後、民間企業を
経て小林興起元財務副大臣、木内孝胤衆議院議員の私設秘書を務め、平成��年東日本大震災�か月後の練馬区議会議員
選挙に２７歳で初出馬するも��票届かず（�,���票��位）惜敗。
　選挙後、松野頼久元内閣官房副長官の秘書として衆議院議員会館に復職。新党の立ち上げに携わり、その後党国会対策
委員会職員、幹事長秘書、代表秘書、公設第一秘書及び秘書会事務局長を務める。平成��年�月、練馬区議会議員補欠選
挙に出馬するも�����票にて落選。平成��年�月、練馬区議会議員選挙に本選補選含め�度目の挑戦で（�,���票��位）初
当選。平成��年�月末に所属している国政政党の民進党が国民民主党と立憲民主党に分裂。野党が分裂する状況の中、練
馬区政に専念すべく両党には参加せず無所属となる。平成��年�月、練馬区議会議員選挙�期目の当選（�,���票��位）

２月３日の報道で「としまえんが８月で閉園し、その跡地にハリーポッターの施設を建設」と報じられた件について区に質問しました。報道以降、区民の方々から
多数の賛否の声を頂いておりますが実際のところ報道されている内容は不確定要素が多く、この様な情報ソースが不明な報道が独り歩きすることは、近隣住
民をはじめ多くの方が心配される事につながると懸念しております。そこで予算特別委員会でこの度の報道について区に対し現在の状況について聞きました。

●２月１９日(水) 議会費・総務費　※文面は要約し読みやすいように一部修正しています。

質問者：井上 勇一郎質 答弁者：練馬区企画課長答 答弁者：練馬区都市計画課長答

２月３日にとしまえん遊園地を８月で閉園させ、跡地にハリー・ポッターの施設を建設するとの報道があった。区民の一人として大変寂しい思いである。
民間の経済活動の中で事業計画をされているので、練馬区が介入できない部分も多いとは思うが、区民からはどのような声が届いているのか。
報道以降、練馬区には新施設に期待する声、としまえんの閉園について寂しいとの声、成人式の開催場所について、そしてカルーセルエルラルド(回
転木馬)を残してほしいなどが届いている。

カルーセルエルドラドについては、整備された公園内、もしくは都市計画区域内に設置することは法令上可能。最終的には誰が設置して誰が維持管
理、運用を行うかが課題。東京都や西武鉄道等の意向が前提による事が前提。

まだどのような形になるか決定されていない中で一般論でしか議論はできないが、いずれにしても建築方式や高さ規制などさまざま建築制限がか
かってくることは理解した。そこで区民の声で日本最古のカルーセルエルドラド(回転木馬)を残してほしいとの要望を以前から多く聞いている。判断は
当然事業者が決定することであるが、法令上残すことは可能なのか。

決まってはいないが、練馬区はこれからも公園整備については防災上の拠点となるようにという考え方。東京都の公園整備と調和して、防災上の機
能を十分果たされるものとなるように要望する。

あくまで事業者が判断することであるが、出来る事であればぜひ練馬区に残してほしいと考える。練馬区としても事業者に対し要望して頂きたい。都
市計画決定の網かけは外さないという事だと考えているが、万が一災害が発生した場合などいざという時に、防災公園とともにこの施設も避難するこ
とができる施設になるのか。

特段報道を受けてではないが、東京都から先月末に練馬城址公園について速やかに事業化に着手するという意向が示された。これまでも練馬区
は東京都に対して水と緑、防災、にぎわいの拠点となるよう要望してきた。また西武からは屋内型施設整備の協議を進めているという事だが、現時
点決まっていることはなく引き続き協議していきたいと考えている。

隣接地域は第一種低層住居専用地域の地区が多くあるので住環境には十分留意した上で計画して頂きたい。報道後、練馬区は東京都や事業者に対
しどのようなアプローチをしているのか。

今年�月以降の開催予定のイベントについては会場として利用できなくなる旨の連絡は各所管に入っている。プールについては来年も営業する意向であ
ると聞いており、プール屋内館を使用している賀詞交歓会と成人の日の集いについては来年の使用を要望している。他のイベントについては会場の変
更を検討している。

西武豊島線の動向については十分情報収集をして頂きたい。としまえんでは成人の日の集い、賀詞交歓会、練馬まつりなどさまざま区のイベントを開
催してきた歴史がある。閉園以降これらのイベントはどこで開催するのか。

いずれにしても、地域の住環境に十分配慮した上で区の新たな観光資源となれるよう、新施設計画については練馬区としても計画に参画される事を
要望する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

現時点決まっているものではないが、西武が協議を進めているのは屋内型施設整備という事でいわゆるテーマパークというものとは一線を画すも
のであると考えている。

屋内型施設整備との答弁であるが、報道ではテーマパーク計画との事である。テーマパークというと例えばディズニーランドやユニバーサルスタジオ
のような屋外にアトラクションがある遊園地的要素のある施設を想像するが、そのような施設ではなく、あくまで屋内型の施設との認識で良いのか。

一般論として東京都が整備する公園内に施設を建設する場合、公園内に設置できる一定用途の範囲内のものであれば、一般の建築行為と同様に
用途地域と該当区域内に定められた都市計画決定に基づき施設の計画ができ、都市公園法等の規定により、建築できる建物は許容建築面積の範
囲内という事になると考えている。また都が部分的または段階的に公園を整備し、公園として整備されていない残りの都市計画決定区域内の敷地
に当該施設を建築する場合。２階建て以下で地下を有せず、主要構造物が木造や鉄骨づくりの建物など、容易に移転・除却できるもと認められるも
のについて、建築許可を受けて建設することが可能。

現在のとしまえんの一帯は練馬城址公園整備に向けて都市計画決定がされているが、公園の一部に新施設を整備するのか、それとも公園とこの施設
は別物と考えるのか、また都市計画決定されている地区第二種住居地域だが、このような新施設は法令上建設することができるのか。

公園整備とあわせて、補助１３３号線の道路整備についても引き続き都に求めていく。

新施設は令和５年にオープンを目指すとの報道であるが、防災公園の隣接に計画がある補助１３３号線の整備が不十分のまま新施設ができることは周
辺の交通環境に若干心配な部分がある。このような事情も鑑み早急な整備を求めるべきではないか。

西武と話す中で、以前のテレビ企画で大騒ぎになった事について非常に残念に思っており、また教訓になったと聞いている。周辺の住環境への十分
な配慮についても西武、東京都に求めていく。

道路整備の問題が地元から出ている理由として、一昨年テレビの企画で深夜に１０００人近い方がとしまえんに押し寄せて、豊島園通りをはじめ向山三
丁目周辺などが車であふれるなど交通マヒが発生した。このような事が発生しないよう十分に配慮をされたいが練馬区として対策は。

西武から具体的な話はない。新施設が整備されれば当然利用者も増える。西武としてはさらなるメリットになり、にぎわいの創出にもつながると考える。

以前都営大江戸線が開通したときに、西武豊島線が廃線とのうわさも出たことがあるが、この度の報道でも地元では高い関心がある。としまえん閉園
後も西武豊島線は存続するのか。
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練馬区議会議員（無所属�期）／文教児童青少年委員会副委員長

昭和��年
�月��日生まれ
��歳

■文教児童青少年委員会副委員長に就任■本会議場で区長に質問しました ■帝京大学で講師として教壇に立ちました ■消防団員として訓練に参加しました

　コロナショックともいえる経済不安で来年度以降、区財政への影響は事態の終息が見通せない現時点では不透明な

がらも、国や都からの交付金の大幅減額など、相当厳しい財政運営を強いられるのではないかと予測されます。実際、平

成��年のリーマンショックの際には２か年で財政調整交付金が���億円から���億円と���億円も減額されたため、区は

基金を取り崩して乗り越えました。財政調整基金（区の貯金）の考え方においては財務省が「新たな埋蔵金」として度々

問題視していますが、この基金は地方自治体固有の財産で

決して浮いたお金ではなく、各事業のコスト見直しなどの行

財政改革の努力により積み立てています。

　平成��年度決算ベースでの基金残高は���億円ですが、

有事の際や超々高齢化による社会保障費の増大など将来の

財政需要に備え、さらなる基金の積み増しを要望しています。

　なお、今定例会においては財政当局に対し、今後の国、都

の動向を注視しつつ、区民生活に支障が出ないよう、基金の

活用も含めた対策の検討と共に、区内事業者への積極的な

経済支援を講じて頂く事を強く要望致しました。
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